
a. 風邪の症状がある場合は、マスクを着用してください。 

b. 発熱の症状が見られる場合、速やかに別の部屋に隔離します。その他の体調不良があ

る場合も、状況に応じて隔離を行います。 

c. 隔離期間中、コロナの可能性がある場合は、速やかにコロナ抗原検査を行ってくださ

い。 

d. コロナ抗原検査キットは、200 ペソで購入するか、事前にご持参ください。 

e. 高熱やその他の重い症状がある場合は、速やかに病院を受診してください。 

f. 校内の共用部にはハンドソープや手指消毒剤が提供されますので、手洗いや手指の消

毒を徹底してください。 

g. クラスごとに椅子や机の消毒を行います。 

h. 寮の掃除時に消毒を行います。 

i. 学校関係者については、状況に応じてマスクを着用します。 

14. 停電や断水について 

 環境上、水質状態が悪く、水を出した時に濁っていることや、臭いがする場合があります。 

 インフラ環境上、停電や断水の可能性があります。その場合、スタッフやマネージャーの指

示に従って行動してください。 

 停電時、発電機を稼動させるのに 5 分程度かかる場合があります。 

 発電機は最大 5 時間以上稼働できません。それ以降は、発電機の稼働を一時停止します。長

期停電の際は、最低限の電気のみをご使用ください。 （エアコン使用禁止） 

15. 虫よけ対策 

毎月部屋の害虫駆除作業を行っていますが、フィリピンの環境上、蚊などが日本より多く出ます。

デング熱予防として、虫よけ対策を各自しっかり行ってください。 

また、部屋での飲食後はゴミを溜めないようすぐに片づけるなど、清潔を保つようお願いします。 

16. 防疫と大掃除 

防疫及び大掃除の際は、あらかじめ通知を行います。作業に伴う部屋の整理等が必要な場合があり

ますので、ご協力ください。 

責任を負いかねますので、貴重品の管理や紛失にはご注意ください。 

17. 電気代 

 各部屋に計量器が設置されており、使用量から人数に応じて算出します。 

エアコン、給湯器、冷蔵庫が主な電力消費となります。 

18. 水道代 

 月額 800 ペソの固定料金です。 

 

第 6条（外出・旅行規定） 
1. 外出や旅行（MK 外で宿泊）をする場合、旅行計画書（Waiver Form）の提出が必要となります。 

 外出、旅行前の最後の授業日前までに作成し、担当者より署名を受けます。旅行へ出発する

際には下部の Guard’s Copy をガードに提出します。 

 イロイロ市内のショッピングモールや飲食店に行く場合は、提出不要。 

2. 外出、旅行中に起きた事件、事故、傷害、病気などは、すべて自己責任となり、MK は一切責任を

負いません。不慮の事故が発生した場合、MK は問題解決のために尽力をしますが、事故発生時に

かかった費用などについては、学生やその家族に請求します。フィリピンは、日本と比べ治安と安

全が整備されていないことを認識し、常に注意してください。 

3. 高校生については、必ず親の同意書および成人同伴を要する。 

 

第 7条（その他） 
1. 授業、自習、ウィークリーテストを合算した全体の出席率が 85％未満の場合、及びマンスリーテ

ストを受験していない場合、通常であれば卒業時に発行される修了書は発行されません。 

2. 寮保証金は、退室時に部屋を確認し,異常がない場合全額返金されます。（5,000 ペソ or 10,000

円） ※但し、いくつか規定に違反した場合、寮保証金は返金されません。 

3. 部屋の鍵を紛失した場合、鍵デポジット（150 ペソ）は返金されません。 

4. 部屋に異常が発生した場合は、オフィスに必ず報告してください。 

 

5. トイレをご利用の際には、トイレットペーパーはゴミ箱に捨ててください。フィリピンのティッシ

ュは水に溶けないので便器が詰まりやすいです。 

6. 留学期間中、毎日のお知らせなど掲示板の内容をチェックしてください。お知らせ未確認の場合、

本人に生じる不利益は責任を負いません。 

7. パスポートは入国管理局に預けなければいけません。必要な際（予定よりも早く帰国する際など）

は、2 週間前にはオフィスにお知らせください。事前に申請しない場合に発生するすべての問題に

MK は一切責任を負いません。 

8. 喫煙は屋外の指定されたエリアでのみ可能です。 

9. 講師やマネージャーに不適切な態度がある場合は、規則に従って処置を行うことができます。 

 

第 8条（返金規定） 
1. 4週間以上のコースで契約解除となった場合に返金の対象となります。 

2. 返金の対象は「コース費用（授業料+宿泊費）」で、払い戻しは契約解除の申請をしてから30日以

内に行われます。払い戻し申請は現地でも可能です。 
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3. 下記に当てはまる場合は返金の対象となりません。 

 登録料 

 初期費用（SSP、ビザ、空港送迎費など、コース費用以外のその他諸費用） 

 始業日より遅く到着した場合や研修の欠席による未受講分のコース費用 

（補習授業は行われません） 

 学生都合により、授業日数が減少となった場合の差額 

 学生がMKより強制退学を受けた場合 

 入学後の申請によるコース変更によって発生した差額(学生都合か否かを問わず) 

入学前のキャンセル時 
登録料・海外送金手数料・その他諸費用を除く 

コース費用返金 

MK 到着後 4 週間の寮費を除いて返金 

受講期間が申込期間の 10％未満 残余コース費用 70％返金 

受講期間が申込期間の 10～29％ 残余コース費用 50％返金 

受講期間が申込期間の 30～49％ 残余コース費用 30％返金 

受講期間が申込期間の 50％ 返金なし 

※残余コース費用の計算方法は「申込期間のコース費用－受講期間のコース費用」となります。 

「受講期間のコース費用」は申込期間の日割計算ではなく、当初より受講期間分だけを申し 

込んでいた場合のコース費用と定義します。 

（例：1週間で契約解除の場合、受講期間のコース費用は1週間コースの料金が適用される） 

 

規則違反行為 
違反をした場合、内容に応じてペナルティーを課すこととします。 

 

違反行為 ペナルティー 

授業中に携帯電話を使用（辞書として以外）する、グループクラスにて

他人に迷惑となる言動する 
口頭警告 

同性他人の部屋へ往復し、他人（部屋使用者）の生活に支障をもたらす 口頭警告 

学生と講師が、授業中に発生した個人的な問題を互いに明らかにしな

い、発生した問題にオフィスを通じて解決しない場合 
担当者相談 

許可を得ずに外部の人を校内に連れ込む 経緯書作成 

校内器物を破損・損壊・移動・変形させる 賠償 

門限違反 一週間外出禁止 

旅行計画書を作成せず無断で旅行へ行く、または外泊 
一週間外出禁止と 

経緯書作成 

22 時以降の騒音騒ぎ 週末外出禁止 

自習室で他人の学習の妨害行為 週末外出禁止 

不正な方法で校内侵入 週末外出禁止 

他人に迷惑をかける、損害を与える場合 週末外出禁止 

講師との異性交際 退学 

寮内喫煙、飲酒、性的行為 退学 

異性間の部屋の出入り 退学 

賭博行為 退学 

講師や学生を扇動して、悪意に事実とは相違する噂などを校内に広める

ような団体行動を扇動する 
退学 

その他正当な理由なしに、MK スタッフの指示に従わない、もしくは不

遜な態度を取る 
退学 

他の学生に対して、身体もしくは言語上のセクシャルハラスメントおよ

びそれに当たる性的暴力行動 
退学 

窃盗・暴力（言語もしくは身体的）等民事・刑事上の犯罪行為 退学 

 

 

 

MK の学校規則を遵守します。 

これに反した場合は準ずるペナルティーを受け入れ、いかなる意義も提起しません。 

 

年   月   日 

 

署名       
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